
表１ 実験室・飼育栽培ケージの設備概要 

図１ 飼育栽培ケージ・計測器設置場所 

図 2 1 日の空気温度・相対湿度の推移 
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１ はじめに 

ヒトは人生の大半の時間を室内空間で過ごすが、

冬季の暖房時の皮膚・粘膜の乾燥による不快感な

ど健康や美容に関する問題は解決されていない。

また建築物環境衛生基準は、環境適応性に優れた

ヒトを対象にしているが故の最低基準で、快適な

室内気候を保証するものではない。そこで筆者ら

はあえてヒトよりも環境適応性が低く、複雑で不

均一な環境条件を求めるトカゲ・シダ類の生態に

着目した。室内の植物がヒトに及ぼす心理的影響

に関わる研究1)はあるが、筆者らは動植物の視点か

ら展開する室内気候デザインの形成過程と結果が、

ヒトの室内空間において、より高度な快適性・健

康性を実現する可能性があると仮定し、基礎的研

究を進めている。 

２ 実験方法 

実験では、沖縄県産アオカナヘビ10頭・シダ類8

種16株を用い、実験室にケージ2台を設置し、2020

年10月2日より飼育・栽培を開始した(表1)。また

生息地の亜熱帯森林内気候を再現するために、図

1のとおり照明、散水装置、計測器を設置し、ケー

ジ内の空気・水のふるまいが、冬季の乾燥した室

内に与える影響について実測した。 

３ 結果 

図 2は、2021 年 1 月 1 日の屋外・実験室・ケー

ジ内の空気温度・相対湿度の変化である。比較の

ため、この住宅 2階のリビングの結果も示す。1 日

の空気温度・相対湿度の変化はそれぞれ、照明点

灯と散水装置の稼働により変化した。実験室は、

空気温度 18〜24℃、相対湿度 40〜66%に対して、

リビングは空気温度 18〜23℃、相対湿度 16〜27%

であった。 

４ まとめ  

1)アオカナヘビは全頭健康に生育し、ケージ内で

の自然孵化も確認された。シダ類も順調に生育し 

 

 

ていることから、生息地に近い適切なケージ内気

候を再現できた。 

2)日中の実験室の相対湿度の上昇は、ケージ内ラ

ンプによる光合成有効光量子速密度（PPFD）の増

加により、土壌水分と植物の蒸発散が促されたこ

とによる。一般に冬季の室内は 30%以下の低湿度

になるが、飼育栽培ケージによって、潤いのある

室内気候を実現できる。 
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